












































　今回の『関西学院大学　人権研究』第 25 号には、研究論文 1本、動向 2本、そして講話録 1本と合
計 4本の玉稿を掲載することが出来ました。それぞれ、主に大学における地道な研究と実践が取り上げ
られています。「人新世」のコモンとしての「人権」という壮大な夢にとっては私たちのこうした取り
組みはほんのささやかな、小さなことかもしれません。しかし、その積み重ねこそが、大学、社会にお
ける「人権文化」の創出と、未来のコモンにむけて発展していく一歩になることを確信したいと思います。
　コロナ禍による多くの犠牲を悼み、その無念に応え、苦難に直面した多くの人たちにそれぞれができ
ることで少しでも寄り添っていきながら、私たちの英智の結集によってこの苦難を乗り越え、その経験
が人類の未来にとっての礎になりますように。
　最後になりましたが、「関西学院インクルーシブ・コミュニティ実現のための基本方針と行動指針」
が 2020年 4月に公表されました。今後、このキャンパスにインクルーシブ・コミュニティを開花させ
ていくための道標の1つにあります。是非とも目をお通しいただき、内容について共有できれば幸いです。
　※「関西学院　インクルーシブ・コミュニティ実現のための基本方針と行動指針」
　　 https://www.kwansei.ac.jp/kikaku/kikaku_003750.html
